
これをもとに、町民と行政が共に創るまちづくりを進めていきましょう！！
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図Ⅰ　市街地における十勝岳満喫重点ポイント＆ゾーン

景観形成とともに、
沿道土地利用の規制
についても検討

十勝岳に花を添えるような
沿道景観を形成

現在の緑地
空間を
極力保全

駅の改築または
建替の際には、
十勝岳を眺望で
きるような工夫

公園やオープンスペース（道路、
公共施設の敷地等）からの十勝岳
の眺望を阻害しないような規制・
誘導
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図Ⅱ　市街地における緑と生態系の
　　　重点保全・育成ポイント＆ネットワーク

昆虫や小動物も
渡り歩く緑や散
策路でネットワ
ーク化

これ以上の市街化の
進展を抑制し、
緑地帯を確保

親水整備
とともに、
周辺に公
園や緑地
を確保

川沿いの公園の
充実、水生動植物の
ふれあいの場、
緑の保全、昆虫や
小動物のふれあいの
場の創出

都市計画マスタープランとは
　都市計画法第18条の２に位置づけられた「市町村の都市計画
に関する基本的な方針」のことです。
　簡単に言えば、広い意味でのまちづくり（→町の総合計画が
その方針を示しています）のうち、特にハード（例えば道路、
公園、下水道とか○○施設など物や場所にかかわること）な事
柄に関する部分を担うのが都市計画マスタープラン（以下『都
市マス』）です。
　この都市マスにもとづいて、具体的な都市計画の規制や事業
を行っていきます。

　十勝岳の眺望を楽しむ絶好のポ
イント（地点）について、その場
所の状況に合わせてちょっとした
広場にするとか、十勝岳に花を添
えるじゃないけれど、沿道に花を
植えるなどの工夫をします。
　八景五大名所については、基本
的に周辺環境（農地、森林等）の
保全と沿道景観の形成を図ってい
きます。
　市街地においては、とくに図Ⅰ
に示す５箇所について重点的に規
制や整備を図っていきます。。

　里山の山林、樹林地、丘陵地な
どの緑を極力保全し、水循環の確
保を図ります。
　また、生態系の保全・育成を図
るため、河川の多自然型整備、ビ
オトープ（生物生息空間）の整備
を進めます。
　市街地においては、図Ⅱに示す
４箇所について重点的に保全や整
備を図っていきます。

　防災対策の中心は水害と噴火泥
流対策、なかでも人命救命中心に
行っていくべきものと考えます。
　避難路や災害後の物資補給路の
確保、円滑な復旧作業を行うため、
とくに第１危険区域内の狭小道路
の解消を進めていきます。

十勝岳をながめる絶
好のポイントを教え
てやるかい。千望峠
のあそこだよ。十勝
岳が手でつかめるよ
うな錯覚に落ちいる
時があるんだ。たま
に仕事をさぼっての
んびり眺めるんだ。
これが最高！内緒だ
よ。

昔は自然のなかで遊
んでいた。護岸工事
が進み小川などはな
くなってしまった。
今や自然の中で遊ぶ
のは贅沢になってし
まった。

防災に対する意識は
強いまちだと思う。
泥流からの復興心は
誇れる。大切にした
い。

町民参加によって都市計画マスタープランを作成
　平成10年６月から約２年間かけて、町民によるまちづくり委
員会、中心市街地ニギワイ隊、地域づくりモリアゲ隊及び庁内
の策定委員会、作業部会による延べ30回以上の話し合いにもと
づいて都市マス（案）を作成しました。最終的に３回の都市計
画審議会の議を経て平成12年３月末に決定いたしました。
　ここで改めて、都市マスの策定をもって終わりではなく「始
まり」であることを再確認したいと思います。この上富良野町
の目指すべき都市計画の基本的方針に即して、今後町民と行政
との共創のまちづくりを進めていきましょう。

まちづくりの目標と方向◆自然賛歌編◆

１　雄大な十勝岳への眺望を大切にするまちづくり

２　水と緑の大地を大切にするまちづくり

３　災害（自然惨禍）に強いまちづくり
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②島津
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地域の人々との話し合いを
重ねた、ここにしかない
特徴のある公園づくり

公園や身近な樹林地、
水辺を安全・快適に
はしごできる道づくり

河川敷地において、生物の
多様な生息環境の創出、
親水空間づくりとともに、
樹林地を生態学習・冒険
遊び場として保全・活用

一日中家族みんなで体を
動かして遊べる冒険
遊び場のメッカとして拡充。
森林を保全し、昆虫や小動物
とふれあえる環境づくり

広くゆったりとしたスペースの
中に、木々や花畑の充実。
多様な水の遊び場づくり

スポーツを中心とした
広い広場、公園の拡充
と親水空間づくり

富
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野
川

図Ⅳ　４つの自然拠点と子供おもしろ体験はしごづくりの考え方

図Ⅴ　主なおもてなしセンター、サイン＆修景場所の考え方
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おもてなしセンター（情報センター）では、
上富良野駅及び駅近傍の石造倉庫には主要
観光ポイントの案内とともに、文化・芸術、
食、農、まちの歴史や例えば都市づくりの
方針を表わした模型などを総合的に展示、
案内、ＰＲしていくことが考えられます。

　「いつでもどこへでも一人で行
ける」まちづくりを進めるために、
次のような散歩道づくりを目指し
ます（図Ⅲ）。
①「思わずうれしくなる散歩道」：
自然に触れ、四季の移りかわりや
花の香りを楽しみ、子供たちの笑
い声が聞こえてくる、そんな散歩
道をつくります。
②「安全、安心な散歩道」：安全
とともに安心して出かけられるよ
うに、乳母車から車イスまでスム
ーズに移動できるとともに、足に
やさしい、冬期間すべりづらい舗
装にしていきます。また、随所に
休憩場所やトイレなどを設置します。

　市街地内外の既存の４つの自然
拠点（樹林地、水辺等）を生態系緑
地として極力保全し、それらと公
園が安全で快適な道で結ばれるこ
とにより、子供たちがあっちこっ
ち多様な緑の遊び場をはしごでき
るようにしていきます（図Ⅳ）。

　各家が庭づくりを楽しむととも
に、各家の花と緑を連続していく
ことができないものだろうか。例
えば、地域ごとにまち並みの作法
を共有できたなら、道歩く人にも
「気持ちいいなー」と感じてもら
えることができます。さらには、
観光客など上富に訪れた人々が「上
富って素敵なまちね」と感じてく
れるでしょう。

　第２の自然ともいうべき農業環
境も含めて積極的に自然とかかわ
り、農業をもっと暮らしと密接に
かかわるようにしていくことが大
切だと考えます。
　そのために、①地元のものを地
元で消費できるシステムをつくる、
②町内外の人たちが農業にかかわ
る仕組みをつくるなど、農業（従
事者）との新しい直接的な関係を
つくっていきたいと思います。

　以上のようなまちづくりを地道
に、かつ主体的に進めていくこと
が、すなわち上富的おもてなしに
つながると考えますが、それにし
ても、この地に住んでいない方々
をもてなすには、楽しむ場所がど
こにあってどう行けばいいのか、
つまりサイン（案内）とその道中
の快適さが充実していなければな
りません。さらに、おもてなしセ
ンター（情報センター）の設置に
ついても検討していきます（図Ⅴ）。

お年寄りにやさしく
するということは、
至れりつくせりで自
宅から一歩も出なく
ても生活できるよう
にすることではない
わ。それだとボケが
進んでしまう。さあ、
みんなで外に出かけ
ましょう。

生命感のあふれる身
近な自然を子供の生
活圏のなかに残して
いくことは、将来世
代に対する我々大人
の大切な責任のひと
つだと思う。

ここで一句。
『ガーデニング　み
んなでやれば　街並
み整備』

景観のために田園丘
陵があるわけじゃな
い。農業者の生活そ
のものだ。生活でき
なくなりゃやめるし
かねえよ。

“上富的もてなし”
っていうのを知って
るかい？
行ってみないとわか
らないよ。もてなさ
れると思っちゃいけ
ないよ。彼らは自分
たちが楽しんでるだ
けなんだ。でも、そ
れってウソくさくな
い“もてなし”なん
だよ。

まちづくりの目標と方向◆人間賛歌編◆

１　高齢者も生き生きする
　　“みんな家から出たくなる”まちづくり

２　子供たちが伸び伸びと
　　“様々な体験ができる”まちづくり

３　暮らしが絵になるまちづくり

４　田園丘陵の担い手たちと手を取り合うまちづくり

５　上富を訪れる人々をもてなすまちづくり
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上富の生活文化交流
のヘソとして様々な
人々との出会い・感
動があり、ぶらぶら
歩きが楽しめる環境
の創出を目指します。
駅近傍には新しく観
光・文化・交流機能
（例えば、観光情報
館、文化会館、図書
館などの複合的施設）
の導入を図ります。

樹林および緑地を極
力保全するとともに
子供の生態学習・冒
険遊び場として整備
を進めていきます。

既存の野球場、グランド、
サッカー場に加えて、新し
く屋外運動機能等を集中的
に導入（例えば、陸上競技
トラックなどが考えられま
す）し、総合的な運動公園
化を図っていきます。

現在利用されているパーク
ゴルフ場を移転し、子供連
れのファミリーが安心して
遊べる機能を充実します。

既存の公民館等の機能充実を図ります。

既存の役場、町立病院など
とともに、総合的な保健福
祉機能等を集中的に導入し
ていきます。

広大なラベンダー園としての観光拠点に
加えて、今後町民や周辺市町村の方々が
年間を通して楽しめる、家族みんなで終
日過ごせる冒険遊び場のメッカとなるよ
う健康（アスレチック、スキー）、教育
文化（自然観察・・学習・体験）、レク
（オートキャンプ）機能などの充実を進
めていきます。

図Ⅵ　都市構造の形成方針

市街地整備方針◆都市構造の形成方針◆

　上富のまちには中心がない。ラベンダー発祥の地なのにそんな感じがしない。公共施設の場所がバラバラで利用しづらい。日
の出公園のような観光名所があっても行きづらい。そもそも上富ならではのまちづくりと言えるところはどこ？などなど。
　このような問題の解決に向けて重要なことは、まちの土地の使い方にポリシー（一貫した考え・哲学・信念）を持つ！という
ことだと考えます。
　そこで、次のような将来の望ましい都市構造を目指していきます。ここで言う都市構造とは、メリハリのある魅力的な都市空
間を創っていくためのポリシーのことです。

■おもてなし軸
　日の出公園と市街地西側の丘陵地一帯の２つの拠点丘陵地を
結ぶゾーンを『上富の魅力アピール強化軸』として明確に位置
づけます。
　ラベンダー発祥のまちであり、また華のあるまちづくりを進
めていくことが、町民はもとより訪れる人にも実感できるよう
な景観形成を、今後この軸上で重点的に推進していきます。
　軸の中央部に位置し、２つの丘陵地に挟まれた低地に位置す
る駅は上富の顔として重要なポイントとなります。駅を降り立
った瞬間から上富の世界に入っていく景観を形成していきます。
　そのために、駅直近の花と香りの広場、駅から見上げるとピ
クチャーフレームのように２つの丘陵地が見渡せる景観、駅か
ら２つの丘陵地に至る美しい街路、さらにはその道すがら出会
える商店街の活気や花の小径（こみち）づくりなど華のある上
富的生活ぶり、そんな都市環境の形成を目指します。

■コミュニティ軸
　島津公園・富良野川河川緑地と富原運動公園の２つの拠点緑
地を結ぶゾーンを『上富の安心生活を支える軸』として明確に
位置づけます。
　今後はこの軸上に集中的に行政、福祉、医療、町民交流、健
康・スポーツなどの町民生活を支える機能の充実、集積を図っ
ていきます。
　また、これらの機能集積を長期的にはグリーンコリドー（緑
の回廊）で連結し、十勝岳連峰をまちなかからゆったりと眺望
できる都市環境の形成を目指します。
　同時にこのグリーンコリドーは将来の町民生活支援施設のリ
ザーブ用地（先行的確保用地）としての役割も果たします。



中心商業業務地

近隣商業地

日の出公園周辺景観形成住宅地

集合住宅地

一般住宅地

十勝岳の眺望を大切にした住宅地

軽工業・運輸・自衛隊用地

市街地周辺緑地・農地・樹林地

良好な住宅地形成重点地域

中心生活文化交流拠点
（まちの顔づくり）

行政・福祉・交流拠点
（安心生活拠点）

日の出公園にダイレクト
アクセスする幹線道路

上富駅に誘う駅前通り

中心市街地を支える骨格道路
（コアループ）

広域幹線道路

広域連絡道路

補助幹線道路

区画幹線道路

ジョギング・サイクリング
ネットワーク（外ループ）

花の小径（こみち）のネットワーク
（内ループ）

バリアフリー重点整備路線

花の誘い強化路線

花人街道の景観形成強化部分

交通ターミナル

交通サインポイント

公園・緑地・広場（都市計画公園以外）

公園・緑地（新設・拡張・再整備）

保全緑地

オープンスペース確保地域

鉄道沿い花・緑化（ラベンダー）

河川緑地

河川

凡　例

旭
川
方
面

美瑛・旭川方面

国
道
237号

島
津
公
園

富良野方面

富良野方面

北24号道路

ヌ
ッ
カ
ク
シ
富
良
野
川

道道吹上・上富良野線

日の出公園 十
勝
岳
方
面

富
良
野
川

東
中
・
帯
広
方
面

千望峠・芦別方面

東
２
丁
目
通

北27号西道路
花
畑

白
金
方
面

0 100 200 500m

市街地整備方針
総括図

現都市計画区域

現都市計画用途地域

現都市計画公園

日の出公園周辺景観形成住宅地
言わば「日の出公園にようこそ
いらっしゃい！」とお迎えする
住宅地区です。花に彩られた緑
豊かな低層（３階以下）の住宅
地形成を目指していきます。

日の出公園周辺の通行をスムー
ズにするための道路を新設しま
す。日の出公園に至る道路にふ
さわしく、花で彩られた歩行空
間を創出していきます。

公園の周辺には前庭ともいう
べき、一般住宅地との引きの
空間が必要です。市街化が進
んで手遅れにならないうちに
周辺の農地等の保全を図って
いきます。

思わず発見！花の小径のネットワー
クを通り沿いの商店・住宅の方々に
協力してもらって創っていきます。
将来的には、ある程度花がつながっ
てきたら、歩車道の舗装をレンガ敷
きにするなど歩いて楽しいすてきな
小径の完成へと整備を進めていきま
す。

おもてなし拠点のシンボルと
なり、住民交流の場ともなる
駅舎に建替えるとともに、上
富らしい花と香りの駅前広場
を整備します。

良好な住宅地形成重点地域
区画道路や街区公園等の計
画的な位置づけをするなど
良好な住宅地形成に向けて
重点的に誘導していきます。

十勝岳への眺望を大切に
した住宅地
遠く十勝岳への眺望や景
観に配慮して、基本的に
低層（３階以下）の住宅
地形成を目指していきま
す。

自衛隊前で変則的５差
路交差点となり交通安
全上問題があるので望
ましい広域幹線道路の
線形に見直すことを検
討します。

富良野方面、旭川方面の
両方から日の出公園拠点
にダイレクトにアクセス
する幹線道路を新しく位
置づけます。

国道237号から駅前
に至るメインストリ
ートは、花に誘われ
る緑豊かな街路景観
を創出していきます。

爽快！環状夢のジョギング・
サイクリングネットワーク（上
富の恵まれた資源をつなぐ、
様々な風景シーンが連続する
約７kmのコース）を創ります。

駅からの景観を確保する上で
も、国道237号からまちの中
心に誘う交差点付近にゆった
りとした環境を確保する上で
も、さらに観音様周辺から日
の出公園あるいは十勝岳を望
むときにも手前の緑地空間の
確保が重要です。

中心市街地の活性化に向けて、
公的な集合住宅の建設などま
ちなか居住の促進を図ります。

中心市街地を支える骨格道路
（コアループ）を沿道建物の
更新も含めて重点的に整備し
ていきます。

コミュニティ軸を形成
していくための道路を
新設します。各種公共
公益施設や緑地帯をつ
なげていく役割を担う
とともに、ジョギング・
サイクリングネットワ
ークを形成するため、
緑豊かで広幅員の歩道
空間を創出していきま
す。

コミュニティ軸上
の緑地の保全・創
出を図ります。
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日の出公園へ
十勝岳方面

ほろ酔い通り

オット花の小径

チョット花の小径

コミュニティ広場

上富駅
セントラルプラザ 鉄道沿線緑

化

まちなか
集合住宅ゾーン

まちなか
一般住宅ゾーン

町民交流・教育・
文化ゾーン

石造倉庫を活用した
創作・展示・発表ゾーン

駅・情報ステーション、
花と香りの駅前広場

飲食店街ゾーン（アジアン
テイストの豚さがり横丁など）

華のある
中心商店街ゾーン

まちの中心や十勝岳へ
導く花景観街路

図Ⅶ　中心市街地のゾーニング・イメージ

■町内外の人々でにぎわう
歩いて楽しい中心市街地をつくろう！

　例えば、こんなまちの中心をみんなで創っていってはどうで
しょうか。

　まちの中心には、町民手づくりの設計でつくられた町のシン
ボルとなる丸太小屋風の上富良野駅舎がある。観光情報はもち
ろん、後藤画伯や写真家そして町民のミニギャラリーがあり、
屋上に上がると十勝岳連峰が一望できる。
　駅舎の前の花と香りの広場では商店街の協力を得てよくフリ
ーマーケットや野外コンサート、演奏会が行われている。盆踊
りも行われるようになった。
　駅前のゆったりとした図書コーナーで思わず時間を忘れて本
を読みふけってしまった。中庭を抜けていくと、そこは昔の上
富のおもかげが残る石造り倉庫だ。ここでは、演劇や演奏会が
行われたり、焼肉豚さがりに合うキムチ作り、あるいはラベン
ダー織りなど手作り工房としても活用されている。いつも何か
やっているところだ。
　商店街でブラブラしていると店主のこだわりが感じられる商
品が置かれていて、つい衝動買いをしてしまう。旭川のデパー
トには売ってやしない代物だ。今では上富では有機栽培が常識
となっており、地産地消のサイクルができあがりつつある。商
店街では花が咲き誇り、商売よりも花の世話に命をかけている
かのようだ。ちょっと横道にそれると、「オッ、こんなところ
に美しい花の小径（こみち）が！」といった路地がある。見え
ないところの美学が上富的である。
　上富名物豚さがりを食べさせる店が10軒もあって全て微妙に
味が違う。言ってみれば豚さがり横丁ができてしまった。
　中心部は歩行者、サイクリングロードの起終点になっている
ので、いつもにぎわっている。まちなかに住む人も多くなった。
　お年寄りが一人で買い物に歩いて（せめてバスに乗って）い
けて、ちょっとした休憩所があり、お茶の一杯でも飲める、そ
んなぶらっと散歩に来て時間をつぶせる中心市街地になってきた。

自分の家でお客さんをもて
なす気持ちを、上富のまち
づくりに拡げて考えていく
べきではないかしら。その
意味でも、上富の中心部は
家の玄関や居間のように大
切だと思うわ。

重点整備方針◆まちの中心づくり◆

　　町外の人をもてなすとともに、町内の人たちも互いに
　　もてなし合い、楽しい時間を消費できるようにすべし
　　様々な出会い・交流・コミュニケーションが生まれる
　　チャンネルとチャンスをいっぱいつくるべし
　　五感に訴える印象的かつ上富ならではの演出に心がけ
　　るべし
　　上富のまちの記憶、歴史と文化を大切にすべし
　　地元を味わえるようにまちの人が自慢できる何かを用
　　意すべし
　　ゆっくり、のんびりした田舎時間が流れるようにすべ
　　し
　　知る人ぞ知る、さりげない、さがり的な魅力を旨とす
　　べし
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上富の先人たちへの恩返し
（上富の歴史・思いが脈々と
　つながっていくまちづくり）

『農業』作物
としての
ラベンダー

（昭和20～40年代）

『観光』として
のラベンダー
（昭和50年代）

上富の先人たちの先見の明や
チャレンジ精神への敬意と継承

２１世紀
『自分たちが楽しむ』

ラベンダー

“自分ごと”
として

“プランター１個から
始める花づくり”

『人』づくり
・子供たちは花を通して
　生命の大切さ、自然の
　感謝の心を育む
・花談義から会話が生まれ
　夫婦仲がよくなる

『地域』づくり
・みんなに愛される
　花づくりが地域の
　気持ちをひとつにする

『環境』づくり
・花の美しさと感動が
　まち並み景観への
　関心につながる

『産業』おこし
・花産業、観光産業
　そして関連産業へと
　波及する

図Ⅷ　華のあるまちづくりへの展開イメージ

重点活動方針◆華のあるまちづくり◆

まちづくりの推進に向けて

　ラベンダーの歴史は、『農業』から『観光』目的に変わって
きました。はたしてラベンダーのまち上富良野は、今後どのよ
うなまちづくりの展望をもつべきなのでしょうか。
　大事なことは、ラベンダーを受け継ぐというよりは、上富の
先人たちの先見の明やチャレンジ精神を受け継いでいこうとす
る意志を持つことだと思います。
　今後は　個人の庭や庭先の道路沿いをラベンダーなどの花で
『自ら楽しむ』、その結果として町内外を問わず道歩く人々を
なごませ、花を通した会話が生まれ、ひいてはまち全体の景観
形成や地域コミュニティの醸成につながっていく、さらにこの
ことが観光産業等の新しい展開に波及していく、そんな、言わ
ば“華のあるまちづくり”を目指していきましょう。。華とい
う言葉に、まちづくりの精華（真価、真髄）として、花を通し
て新しい循環のまちづくりに昇華させていく思いを込めたいと
思います。

　華のあるまちづくりへの展開に向けた、起爆剤としての“花
づくり”活動を進めていくためには、“まずはプランター１個
から始める”気軽な“自分ごと”としての住民活動を基本に、
一方で自主性を損なわない裏方としての行政支援が必要になる
と考えます。
　まずは、きっかけづくりとしてすぐに次の３つの行政支援を
始めます。

　これまでの住民と行政との関係において、反
省すべき点として大きくは３つあると考えます。

▲住民が知らないうちに事業が進められている
▲事業を評価する仕組みがない
▲住民のもつ多様な知識・知恵・能力を活用し
ていない

　今後は、住民と行政の合意形成のしくみづく
りに向けて、行政の説明責任（アカウンタビリ
ティ）と情報公開の充実、計画策定から実施、
管理運営、評価に至る各段階での住民参加・参
画の充実をはかるとともに、住民主体のまちづ
くり活動の支援を推進していきます。
　一言で言えば、“住民と行政との共創による
まちづくり”を進めていきます。

　住民と行政が地域のまちづくりやあるテーマ
によるまちづくり（行政からの提案のみならず、
地元の発意・要望・提案も含めて）を協議した
り、行政が住民にまちづくりの計画や事業を説
明する場として、地域ごと、テーマごとの住民
による協議会を設置していくことを検討します。
　また、行政内部において総合的で整合のとれ
たまちづくりを推進するために、企画部門、都
市計画部門や事業部門のみならず、教育、福祉
等広く関連すると考えられる部門まで含めた体
制（常に情報を共有し合い、協議する場）を確
立していきます。

　今回の都市マスで描かれたまちづくりの夢や目標と
市街地整備の方針については、その実施に向けてさら
に具体的な検討が必要になります。事業化に向けては
いくつものステップとハードルが待ち構えています。
　その際大事なことは、充分に議論をつくして、住民
と行政の共創によるまちづくり計画を詰めていくと同
時に、“まずはできるところから始めてみよう！”と
いうアクション（行動）を起こしていくことです。
　次ページの図Ⅸに示すように、今から計画と実行の
両輪による「華のあるまちづくり作戦！」を開始して
いきます。
　最も重点的に整備を進めていく必要性が高いものは、
駅周辺（中心市街地）の顔づくり（作戦その１）です。
複合的な都市整備が必要であるとともに、施設の使い
方、使われ方についてもじっくりと議論を重ねていく
必要があります。★“まずはチャレンジショップ実験！”
を既存の倉庫や空店舗などを活用して始めてみること
にしましょう。
　もうひとつ、まちづくりの進め方として重要な視点
は、花づくり活動の推進による潤滑油的動き（作戦そ
の２）です。上述の駅周辺の顔づくりにおいては、駅
前広場の社会実験的仮設整備として、★“まずは駅広
に花壇をつくってみよう！”作戦を実施します。
　さらに、駅から日の出公園までの散歩道沿いにお住
まいの方にご協力いただいて、★“まずは地先住宅の
モデルガーデン実践！”を行っていきます。
　このような多様な活動が次々と生まれ、相互に刺激
し合い、また連鎖的、循環的に展開していくことが、
すなわち上富の目指す“華のあるまちづくり”と言え
ます。

１　町民と行政が共に創るまちづくり

２　まちづくりを進める体制の充実

１　華のあるまちづくりを目指して

２　花づくり活動の推進

３　華のあるまちづくり作戦！

住民参加→参画→主
体のまちづくりへ！
　「地域づくりの主
役は住民、応援する
のが行政」という考
え方が大切。

都市マスができたら
終わりではなくて、
始まりである。都市
マスを絵に描いた餅
にしてはならない。

まちづくりは“ワク
ワク＆リーズナブル”
でいきたい。ワクワ
クする活動とリーズ
ナブル（合理的）な
計画が両輪になって
まちづくりは進んで
いく。

花に興味のある人はたくさんいても、何からどう始めたらよいかわからないといった人が多
いと思います。ズバリ！実践的な情報提供をしていきます。

町民の中に花づくりの達人たちが続々輩出してくると、日常的に気楽にアドバイスを受けら
れる、応援してくれる環境が整います。そんな花人づくりを目指していきます。

まずは目に見える実践の場が必要です。人々がよく集まる場所を中心にモデル的に花づくり
をしていきます。

情報提供事業 

花人づくり事業

モデル事業

－

－

－

はなびと



・住民手づくりの丸太小屋風駅舎
・観光案内、ギャラリー、屋上展望台

・花と香りのおもてなし広場
・バス停（観光、町営）、レンタサ
　イクル

・中心商店街（旧国道沿）へ誘う通り
　に！
　（喫茶店、食べ物屋）

・石造倉庫の活用
・公共施設（総合的な観光・文化・
　交流施設）の導入

・駅から日の出公園までの花散歩道
・日の出公園ダイレクトアクセス道路
・ジョギング・サイクリングロード
・バリアフリー整備

・花の商店街づくり
・花の小径（こみち）づくり
・豚さがり横丁、こだわり店（地産
　地消の店）

・ラベンダー発祥の地らしい取組み

・十勝岳の眺望を大切にするまちづ
　くり
・深山峠の景観規制

・日の出公園周辺の保全
・将来の公園・緑地用地の先行的確
　保
・公園整備に住民の声を！

・集会所の建替に住民の声を！
・総合保健福祉センターに住民の声を！

図Ⅸ　上富良野都市計画マスタープランの実現に向けて【華のあるまちづくり作戦！】
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項　　　目

駅　　広

駅前通り

街　路　整　備

公園・緑地等の
整備

身近な生活環境
施設の整備

まちづくり・人づ
くりの啓発・普及

駅直近
（石造倉庫）

景観形成

花づくり活動の
推進　　　　　

都市マスによる施策メニュー例 ステップⅠ さらなる展開
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（注）“★ラベンダー文字”：まずは眼にみえる活動をやってみる
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●駅舎の利用の仕方（導入施設等）と
　デザインの検討

●駅広の利用の仕方（導入交通施設等）
　とデザイン・動線計画
★“まずは駅広に花壇をつくってみよう！”

●駅前通の魅力化検討

●駅周辺の施設整備・活用の検討（石
　造倉庫の活用、箱もの施設の導入等）
★“まずはチャレンジショップ実験！”

●散歩道のルートとデザイン検討
★“まずは地先住宅のモデルガー
　デン実践！”

★“まずは（駅前通り）商店のモ
　デル花づくり！”

●花のまちづくり実践講習会、花のまちづくり
　アドバイザーの育成
★“モデルガーデン”への助成（駅広、社
　教センター、商店街、住宅地、役場等）

●住民・関係権利者・行政により、深山峠の景
　観について考えよう！

●地権者交渉（保全又は緑系の活用）
●住民・権利者・行政により、日の出公園（周
　辺）、市街地西側丘陵地一帯の保全・活用に
　ついて考えよう！

●関係地域住民により、住民参画モデル設計を
　してみよう！（東明児童会館等）

●上記作戦の報告会

上富良野役場　商工観光まちづくり課
TEL (0167) 45－6983　FAX (0167) 45－5362

★詳しい内容については、右記までお問い合せください。
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